
       ロ ー ベ ル ト・ヴ ァ ル ザ ー の 絵 画 描 写 に つ い て

            ― エ ク プ ラシ ス の 観 点 か ら ―

                               吉 田 孝 夫

1,エ クプラシス

古 代 ギ リシアの 時 代 、紀 元2世 紀 か ら3世 紀 の あい だ にか けて成 立 した とされ るロンゴ

スの『ダフニスとクロエ ー 』は 、山 羊 飼 い の 少 年 ダ フニスと羊飼 い の 少 女 クロエ ー の 恋 を め

ぐる匂 わ しい 牧 歌 小 説 で ある。その 書 き出 しは 次 の ようにな ってい る。

  レスボ スの 島 で 狩 をして いた わ た しは 、ニ ンフ の森 でこれ まで 目 にしたことも

  ない 、世 にも美 しいもの を 見 た 。そ れ は 一 枚 の 絵 に描 いた 、あ る恋 の物 語 で

  あつた。1

小 説 の語 り手 は 、絵 を 眺 め てい るうち 、「この絵 にふ さわ しい 物 語 を書 いて み た い 」2とい

う思 い に駆 られ 、絵 解 き人 の 助 け を借 りて 以 下 四 巻 の 物 語 を始 め る。ここに は 古 代 に お

け る文 学 と絵 画 との 緊 密 な 関 係 が み て取 れ る。小 説 全 体 を、一 つ の 無 時 間 的 な― 幅 の

絵 画 として 、あ りありと読 み 手 の 前 に 提 示 す るとい う要 求 が あ る。ロンゴスの 自 然 描 写 につ

い て ゲ ーテ が もつた 印 象 は 、ヘ ラクラー ネ ウム 出 土 の 絵 画 を 見 る思 い がす る 、とい うもの だ

った らしい 。3

しか しこの 点 は 、当 の 小 説 が 牧 歌 文 学 の装 い をもつ ことと深 く関 連 して い る。テ オ クリトス

(前310頃 一250年 頃)に 端 を発 す る牧 歌 は 、現 代 に 至 るまで の 多 様 な 現 象 型 の なか で 、

「時 間 を人 間 の 実 存 か ら排 除 す る試 み 」4、あ るいは 「循 環 として の 時 間 表 象 」5を中 心 的

1ロ ンゴス『ダフニスとクロエー』、松 平 千秋 訳 、岩 波 文庫 、1995年 。7頁 。

2同 書 、8頁 。

3同 書 、204頁(松 平 千秋 による解 説)。-Johann Peter Eckermann=Gespr臘he mit

Goethe in den letzten Jahren seines Lebens. Leipzig 1921.5.383f.(20. M舐z 1831)

aRenate B�chenstein-Sch臟er:Idylle .2.Aufl. Stuttgart 1977(SM:61).5.9.

"Ibid .S.12.
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な 特 徴 としてい る。実 際 にこの ロンゴスの 作 品 は 四 季 の 移 り変 りに 沿 って 物 語 が 進 展 し、

結 末 の 、成 熟 した 恋 人 た ちの 愛 の描 写 で は 、物 語 の始 め にあ った彼 ら二 人 の 幼 か りし頃

の戯 れ を読 み 手 に 喚 起 して幕 を 閉 じて い る。この 円 環 性 な い し無 時 間 性 に お い て 、牧 歌

と絵 画 とは そ の原 初 か ら根 本 的 な親 縁 性 をもつて い た。

牧 歌 と絵 画 との 関係 の な か に は 、しか しもう― つ 興 味 深 い 要 素 が ある。言 葉 によって絵

画 を 再 現 しようとす るこの物 語 の な かで 、また 入 籠 のように 別 の 絵 画 の 描 写 が 行 なわ れ る

の で ある。ダ フニスの 養 父 ラモ ー ン が 自分 の領 地 に ある庭 の 手 入 れ に 出 か ける場 面 に、

次 の ― 節 が あ る。この庭 園 の奥 まつた 中 心 部 には 、デ ィオ ニュー ソス神 のた め の社 と祭 壇

が ある。

  祭 壇 に は蔦 が か らみ 、社 殿 に は 葡 萄 が ま とい つ い て い る。社 の 中 に は デ ィ

  オ ニ ュー ソス に まつ わ る物 語 を描 い た 画 が い くっ もか か つ て い る。デ ィオ

  ニュー ソスを出 産 す るセ メレー 、眠 つてい るア リア ドネ ー 、縛 られ たリュクー ル

  ゴス 、八 裂 きにされ るペ ンテ ウスなど がそ うで あ る。また征 服 され たイン ド人 、

   〔海 豚 に〕姿 を変 えられ た テユレー ノイ人 を描 いた 絵 もあ る。葡 萄 踏 み を して

  い るサ テ ユロスた ち 、歌 い 舞 う信 女 た ち の 姿 は い た るところ に 見 られ る し、

  パ ー ンももち ろん 描 き忘 れ て は い な い 。葡 萄 を踏 む サ テ ユロスた ち と、歌 い

  舞 う信 女 たち と、そ の どち らにも共 通 に 拍 子 を とつ てや るか の ように 、岩 に坐

  つて笛 を吹 くパ ー ンの 姿 もそ こに はあ つた。6

イメー ジ の 羅 列 を行 なうこの 文 体 に よつて 、当 の 小 説 の 、恋 の 筋 道 の ほうは 、しば らく中

断 を 余 儀 な くされ る。この ように作 品 中 へ と挿 入 され た 、工 芸 品 や 芸 術 作 品 の 細 密 描 写

を、古 代 修 辞 学 で は エ クプ ラシス(乙KΦρασ礼ζ)と呼 ん で いる。7絵 画 や 彫 刻 、陶 器 、武 具 、

記 念 碑 や 建 築 物 な ど、いわ ゆ る人 の 技 によつて 出 来 上 が った 事 物 を 、また場 合 に よっ て

は 自然 の 四 季 の 情 景 を 、写 生 的 に 描 い て い く修 辞 技 術 の 謂 で あ る。『ダ フニ ス とクロ

エー 』が 成 立 した と想 定 され る二 世 紀 か ら三 世 紀 にか けて は 、ギ リシ ア語 圏 にお い て 「言

語 の 復 興 運 動 が盛 ん で 、古 典 期 の アッテ ィカ(ア テ ー ナ イ)の 言 語 を 復 興 しようとす る知

6ロ ンゴス『ダフニスとクロエー』
、127-128頁 。

'Vg1 .Erwin Rohde:Der griechische Roman und seine Vorl舫fer. Leipzig 1876. S.335f.

‐Historisches W�terbuch der Rhetorik . Bd.1. Hg.v.Gert Ueding. T�ingen 1992.

5.1495-1510.(Artikel:Beschreibung)
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識 人 た ち が 活 躍 した。い わ ゆ る 〈第 二 次 ソフィス ト時 代 〉と呼 ばれ る時 期 で ある」。8デ ィ

オ ー ン(40頃 ―112頃)、 フィロストラトス(170頃 ・245)ら 当 時 の 修 辞 家 に お い てエ クプ ラシ

ス は 、表 現 能 力 の 開 発 の ため の― 種 の 練 習(プ ロギ ュムナ スマ πρoγ6μvασμα)で あつた 。

あ らか じめ 与 えられ た テ ー マ に 従 つて 巧 み なパ ラフレー ズを競 うこの 作 文 練 習 の なか には 、

寓 話 を作 ることな ども含 まれ てい た 。9

この 逸 脱 的 な 工 芸 品 描 写 は 、自 己 目的 的 に全 くの 独 立 した部 分 として挿 入 され る場 合

もあれ ば 、また 作 品 に よって は 、そ の 全 体 へ 構 造 的 に 反 映 す る形 で 用 い られ ることもある。

そ の例 は 、ホメロスの 叙 事 詩 『イリアス』の 「アキ レウスの 盾 」の 描 写(第18歌 、478―607

行)に み える。この 一 節 は 、エ クプ ラシ スの そもそもの端 緒 で あ り、第 二 次 ソフィスト時 代 の

修 辞 家 た ち にとって重 要 な 手 本 で あつた のみ な らず 、さらに後 代 まで 大 きな影 響 力 をもち

つ づ けた。叙 事 詩 も結 び に 近 く、自軍 ギリシア の 苦 戦 のな か でアキ レウス は 、火 神 ヘ パ イ

ストスの 作 った 盾 を受 け 取 るが 、この 盾 には 実 に 多 彩 な 装 飾 が施 され て いる。百 行 を越 え

るこの 盾 の 描 写 に よっ て 、物 語 は 、本 筋 か ら大 きくは ず れ ることにな る。よ く言 わ れ る、

{々 と流 れ る大 河 の ような 叙 事 詩 の 語 りのなか で 、この逸 脱 的 細 密 描 写 は 、しば らくそ れ

を堰 き止 め 、別 の 時 空 へ と読 み 手(あ るい は 聞 き手)を はこぶ 。

この エ クプ ラシス は 、敢 え て別 の コンテ クストへ 入 り込 む ことによって 、そ こか ら迂 回 的 に

本 筋 の 中 心 的 問 題 を 明 確 に 照 しだ す 方 法 とな って いる。盾 の装 飾 描 写 の 中 には 、美 し

い 町 を 争 っ て二 つ の 軍 勢 が 対 峙 して いる図 がある。決 戦 か 、あるい は 和 解 し財 宝 を折 半

す るか の交 換 条 件 を、攻 め 寄 せ た側 は 出 す けれ ども、町 の 側 はそ れ に断 固 として反 対 し、

老 い も若 きも武 装 に 余 念 が な い(509・515行)。 果 た してこれ は 、本 筋 にお いて 少 し前 に

起 こった トロイア 攻 囲 の 情 景 を 、反 復 的 に提 示 す るもの であ るらしい 。10

物 語 の 内 容 に 関 す る入 籠 構 造 が ここに は見 て取 れ る。叙 事 詩 の 筋 道 の 核 心 が ここに

提 示 され て いるの で ある。一 方 ロンゴスの 牧 歌 小 説 にお けるエクプ ラシス は 、絵 の なか の

絵 とい う、む しろ形 式 上 の 入 籠 構 造 で あった 。この エ クプ ラシスは 、絵 という虚 構 の な か へ

さらにもう一 つ の虚 構 を 重 ね 入 れ ることで 、牧 歌 的 世 界 の 夢 幻 性 をひ ときわ 高 め る核 心

的 な 一 節 となっ て いる。牧 歌 と呼 ば れ るテ オ クリトス以 来 の 文 学 領 域 に お い て、エ クプ ラ

シスは 一 つ の 常 数 的 な 要 素 であ つた。ll

8ロ ンゴス『ダフニスとクロエー』、195頁(松 平千 秋による解説)。

sDer kleine Pauly . Lexikon der Antike. Bd.4.5.1156.(Artikel:Progymnasma)

10George Kururan:Ecphrasis in Epic Poetry . In:Comparative Literature 26(1974).S.Sf.
"B�chenstein -Sch臟er , a.a.0., S.9.テ オクリトスの詩 におけるエクプラシスは 、その第 一歌 、酒

杯 の描 写にみ える。Theokrit:Gedichte―Griechisch―deutsch ed. F.P.Fritz(Tusculum-
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さて 、ロー ベ ル ト・ヴァル ザ ー(1878―1956)の 作 品 全 体 を見 渡 して み た ときに、牧 歌 的

な色 調 が 大 きな位 置 を 占 め て い ることに 気 づ か され る。彼 の 散 文 の なか で は知 られ た部

類 に 入 る『トゥー ンの クライスト』(1907)に は 、トゥー ン湖 畔 の 牧 歌 的 な 風 景 描 写 が 印 象 的

である。また ベ ル リンを失 意 の うちに 後 にして 、1913年 、故 郷 スイスの 地 方 都 市 ビー ル に

戻 ってか らの 作 品 は 、牧 歌 的 な 自然 風 景 に 耽 溺 す ること実 に しば しである。1920年 に 百

部 の 限 定 出 版 で世 に 出た 散 文 集 『湖 国Seeland』(1919)な どは 、陶 酔 的 な 自然 讃 歌 と、

それ を行 間 で かす か に皮 肉 って いる道 化 心 とが 絡 み 合 い 、まことに彼 の 面 目躍 如 たる書

物 とな つて いる。劇 的 なまで に感 極 まつた 、しか しそ れ だ け に また 滑 稽 にも皮 肉 にも響 く

奇 矯 な 文 体 は 、や が て 自然 賛 美 の 言 葉 の 奔 騰 をひ きお こし、最 終 的 に は 、名 詞 の 羅 列

にた どりっ く。

  歓 ば しき幼 年 の 国 、明 澄 なる父 母 の 大 地 、高 き岩 山 、気 も踊 る小 さな 道 、町

  の 家 並 み に農 家 の 並 び 。神 と人 間 との 輝 く世 界 、そ して うっとりす る優 雅 な

  四 阿 、木 立 ち 、野 の 草 、草 木 、林 檎 や 桜 桃 の 樹 木 、淡 白 くもの 思 う百 合 の

  花 、心 安 らぐ濃 緑 の 庭 園 に生 えた 、豊 満 な 美 しい 薔 薇 、朝 ぼ らけ の輝 き、お

  まえ は 、真 新 しい 希 望 で 、神 々 しくぼ くを照 らした ね 、それ にまた お まえ 、幸

  福 を知 る忍 耐 強 き者 よ、憂 欝 な黄 金 色 に輝 くも の 思 い の 波 を、生 の 悦 び に

  満 ちた 歌 の数 々 を、愛 の奔 流 を、魔 法 で よび お こす 宵 よ、…(SW7:79)12

この 名 詞 的 文 体 は さらに 何 行 も続 い てい く。作 品 の 冒 頭 か らこれ とい う筋 道 などな く、自

然 界 の 印 象 と、それ に付 随 す る回 想 を、次 か ら次 へ と並 べ て きた果 ての 表 現 が これ で あ

る。あ る意 味 で は先 に 引 用 した 『ダ フニ スとクロエ ー 』の 社 殿 の 絵 画 の 描 写 を思 わ せ るこ

の 一 節 は 、『自 然 の習 作 』と題 す る『湖 国 』の 散 文 か ら引 い た もの で あ る。表 題 の 「習 作

Studie」 とい う美 術 用 語 は 、作 品 の絵 画 性 をか す か に暗 示 してい る。「習 作 」「素 描 」「肖

像 画 」とい った 美 術 用 語 を表 題 に 用 い て、その 形 式 性 を 文 学 的 に実 験 、な い し遊 戯 す る

散 文 は かな りの数 にの ぼ る。13

B�herei)1970. S.8f.
12ロ ーベル ト・ヴァルザーの著 作からの 引用は

、Robert Walser:S舂tliche Werke in Einzel-

ausgaben―Hg―v.Jochen Greven. Z�ich/Frankfurt a.M―1985186.(SWと 略記)に 、書 簡から

の引 用は、Robert Walsera Briefe. Hg―v.」�g Sch臟er unter Mitarbeit von Robert M臘hler、

Z�ich 1979.(Brと 略記)に 依った。
13Z

.B.≫Studie(1)a(SW17:151ff.),≫Skizze(1)a(SW15:75f.),≫Portr舩≪(SW16:266ff.),
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ヴァル ザ ー の 牧 歌 は 多 くの 場 合 、散 歩 者 の 観 察 録 とい う形 を取 る。放 浪 す る詩 人 の 目

に映 るもの が 脈 絡 もな く並 べ られ て い く。14そ の 並 列 性 は ある種 の 絵 画 的 な 無 時 間 性 を

高 め 、そ れ は また 、時 間 の 切 迫 か ら解 放 され た牧 歌 的 平 穏 の表 現 にも寄 与 して い る。

ヴァル ザ ー の 絵 画 描 写 は 、そ の ような語 りの流 れ の な か に 、さりげ な く点 在 して い る。しば

らくの 滞 在 地 とな った ロココ風 の 城 館 の回 廊 で 語 り手 は 、壁 に掛 か つた 「家 族 の 肖像 や 都

市 図 」などの 「す ぐれ た 出 来 栄 えの 、さまざまな 古 い 絵 画 」を眺 め て いる。バ ロックな い しロ

ココ様 式 の 教 会 を 飾 る壁 面 画 や ステ ンドグラス に言 及 す ることもあれ ば 、食 堂 や 旅 籠 屋 、

田 舎 別 荘 の 部 屋 に掛 け られ た 、肖 像 画 や 戦 争 画 、宗 教 画 へ 筆 を向 けることもある。15

絵 画 へ の 言 及 の 際 に は 、しば しば 、家 具 調 度 、燭 台 、鏡 台 、時 計 な どにもふ れ て いる。

そ の 多 くは 、17世 紀 な い し18世 紀 に作 られ た 「優 美 さと懇 慰 さの 世 紀 に 由 来 す る、美 し

い 暖 炉 」や 「家 具 」な どの 骨 董 的 な 品 々 で ある。散 歩 者 は また 、町 や バ ロック庭 園 の 門 構

え 、噴 水 石 、記 念 碑 な ど に 目を向 けることもある。16人の 巧 み によつ て造 形 され た事 物 が 、

あち こちで 描 写 され て いる。

ヴァル ザ ー の 牧 歌 的 自然 描 写 と、そ の なか に 点 在 す る美 術 工 芸 品 の 描 写 は 、従 来 の

研 究 に お い て は 有 機 的 に 関 連 づ け られ ることが なか つた 。17し か しこのふ たっ の種 類 の

)>Bildnis einer Dame《 《(SW20:266f.),und》 》Aquarelleく((SW17:289ff.).

14牧 歌 にお ける「放 浪 の詩 人 」のトポスは
、少なくともホラティウズ、サンナザー ロ、オーピソツに見い

だせる。様 々な牧歌 的 情 景を、一 っの話 としてつないでいく機 能を果 たすものである。Vgl. B6-

schenstein-Sch臟er, a.a.O.;S.45,50 und 55.言 語 的表 層のゆるやかな関連 性 は、ヴァルザー

の散 文の妙 味である。「言 語 的細 部 において具 現される遠近 法の転 換」にめ まぐるしい思いをしな

がら 、辛 抱して話 を追 っていく者 は 、ここに意外 にも牧 歌 の源 であるテオクリトスとのアナロジーを見

いだしている。つまりかつての 「牧 歌ldylle」 とは、「小 さな、独 立した個 々の詩Jを意 味する形 式であ

り、そのなかに表される内 容 に、これ という規定 はなかつた。内容 は散 漫でかまわなかつたのである。

そして、ゲスナー的 な牧 歌 のもはや成 立しにくい20世 紀 という時代 に、「遠 近 法の転換 」によって 自

然牧 歌 的なものを相 対化 しつつ 、しかしなお 、小さな個 々の形 式 、小さな文 体的 技巧 のなかで 、辛

うじてこれ を保持 しているのが ヴァルザー であるという。Vgl―B�chenstein―Sch臟er, a.a.0,, S.3

und 150.
ts SW5:235

, SW7:50f., SW7:53f., SW7:192, SW7:199f. und SW18:109-ヴ ァルザーのエクプ

ラシスは、複 数の絵 の連 なりに言 及す ることがしばしばある。画 廊のイメージはその好例 である。「放

蕩息 子」の聖書 寓話 を、― 連の絵 にして壁 に飾 った部屋なども登 場する。短 いイメージか らイメージ

へ移動 していくヴァルザ ーの散 文性 を象徴 しているのか。

16SW5=235
, SW7:52, SW7:198f., SW16:347. und SW17:187.

17ヴ ァル ザーと牧歌 との 関連 を扱った論考 めなかで重要なものとしては
、例 えばJens Tismar:

Gest�te Idyllen. Eine Studie zur Problematik der idyllischen Wunschvorstellungen am

Beispiel Jean Paul, Adalbert Stifter, Robert Walser und Thomas Bernhard. M�chen
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描 写 を 、牧 歌 とい う文 学 領 域 を 伝 統 的 に 構 成 して きた エ クプ ラシ ス の 観 点 か ら考 え て み る

ことは で きな い だ ろ うか 。ヴ ァル ザ ー の 絵 画 へ の 言 及 は 、先 に 例 を 挙 げ た とお り、典 型 的

な エ クプ ラシ ス として まさ に 挿 入 的 に 散 文 の な か へ 織 り込 ま れ て い る 場 合 もあ れ ば 、一 つ

の 散 文 小 品 が 丸 ご と、絵 画 に 捧 げ られ て い る 場 合 もあ る。た しか に こ れ は 挿 入 とい う形 に

は な つ て い な い け れ ども 、む しろ 、個 々 の 散 文 を 包 み こむ ヴ ァル ザ ー の 作 品 全 体 を ― つ

の 長 篇 小 説 とみ な す ことに は 、彼 自 身 異 論 は な か つ た ようで あ る。

  わ た し の 散 文 小 品 とは 、私 感 で は 、現 実 に 即 し 、筋 道 を 欠 い た 、一 つ の 長

  大 な 物 語 を 構 成 して い る ま さに 一 つ 一 つ の 部 分 な の で あ る 。時 を 見 つ け て

  作 り出 す この 素 描 の 数 々 は 、わ た しに とつ て は 、少 な か つ た り多 か つ た りす る 、

  長 篇 小 説 の そ れ ぞ れ の 章 で あ る 。先 へ 先 へ と書 き つ ぐこ の 長 篇 は 、常 に 変

  わ ら ぬ 一 つ の も の で あ り、これ を 、幾 重 に も切 り刻 ま れ た 、あ る い は 、ば らば ら

  に 解 きほ どか れ た 〈私 の 書 〉とも呼 ん で み るこ とは で き るだ ろ う。(SW20:322)

ヴ ァル ザ ー の 著 作 全 体 は 、「〈私 の 書 〉」と呼 ぶ べ き 一 つ の 「長 篇 小 説 」で あ る らし い 。牧

歌 的 色 調 に 彩 られ た この 「長 篇 小 説 」の な か に 、絵 画 描 写 が 点 在 して い る。そ れ が ヴ ァル

ザ ー に お け る 、挿 入 され た エ クプ ラシ ス で あ る 。っ ま り、そ れ 自 身 あ る 種 の 絵 画 性 を は らん

で い る牧 歌 の な か に 、さら に エ ク プ ラ シ ス を 抱 え て い るとい う入 籠 的 構 造 が 、『ダ フ ニ ス とク

ロエ ー 』と同 じように ここ に も あ る。な らば 、古 代 の エ クプ ラ シ ス が 作 品 の 全 体 図 に お い て

あ る 核 心 的 な 機 能 を 担 っ て い た よ うに 、ヴ ァル ザ ー の エ クプ ラ シ ス もま た 、な ん らか の 重 要

な 意 味 を 担 っ て い る の か ど うか 。い くっ か の 例 を み な が ら、ヴ ァル ザ ー の エ ク プ ラシ ス の 特

1973.‐Annette Fuchs:Dramaturgie des Narrentums. Das Komische in der Prosa

Robert Walsers. M�chen 1993が ある。絵 画 との 関 連 で は さらに 多 くの 論 考 が 存 在 す るが 、参

照 す べ きもの として は 、先 のFuchsに よる著 書 の 他 に 、Anna Fattori:Robert Walsers Bildge-

dicht`Apollo und Diana'und seine Beziehung zu Lucas Cranachs Gem舁de. Z�ich

1988.(Typoskript)‐Tamara S.Evans:Robert Walsers Moderne. Bern/Stuttgart 1989.

‐UlfBleckmann:Thematisierung und Realisierung der bildenden Kunst im Werk Ro -

bert Walsers. In:Th.Eicher/U.Bleckmann(Hg.):Intermedialit舩. Vom Bild zum Text.

Bielefeld 1994.‐Dominik M�ler:K�stlerbr�er‐Schwesterk�ste. Robert und Karl

Walser. In:Ulrich Stadler(Hg.):Zwiesprache. Stuttgart/Weimar 1996.な ど があ る。表 象 内

容 へ の 素 朴 な 陶 酔 ない し逃 避 を 疑 問 化 す る20世 紀 の 詩 人 ヴ ァル ザ ー に お い て は 、牧 歌 と絵 画 の

双 方 に おい て 、そ の 内 容 的 描 写 が 「周 縁 化 」(Fuchs, S.76)し て いか ざるをえな か つた 、とい う指 摘

を のぞ けば 、両 者 の 関 連 に っ い て参 照 す べ きもの は み られ な い。
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質 を明 らか にして み た い。

2.カ ー ル ・ヴァル ザ ー

ロー ベ ル ト・ヴァル ザ ー に とっ て、絵 画 をは じめ とす る造 形 美 術 はか な り身 近 に接 す るも

ので あ つた 。一 っ 年 上 の 兄 カ ー ル ・ヴァル ザ ー(1877-1943)は 、20世 紀 初 頭 のベ ル リン

美 術 界 に お ける花 形 的 存 在 だ った の で ある。ベ ル リン分 離 派 に 属 して活 展 した 彼 は 、当

時 名 声 を博 したM・ リー バ ー マ ン 、L・コリン ト、M・ スレフォー クトらに 劣 らぬ評 価 を集 めて

いる。またP・ カ ッシ ー ラー と交 友 の 深 か つた彼 は 、有 名 出 版 社 の 多 数 の看 板 作 家 に(ま

―た 弟 ロ」 べ)Lト に も)挿 絵 を 手 掛 け
、さらにM・ ラインハ ル トとの協 力 関 係 か ら舞 台 装 飾 家

としても活 躍 した 。isちな み に 彼 は 、ロンゴスの『ダ フニ スとクロエ ー 』の独 訳 版(1943年)

へも挿 絵 を提 供 して いる。19

 文 学 的 野 心 をい だ くロー ベ ル トは 、兄 を頼 って1905年 にベ ル リンへ 移 り住 み 、共 同 生

活 を送 って いる。そ して この あ と1913年 に故 郷 へ 退 くまでの あい だ 、ロー ベ ル トは 三 つ の

長 篇 小 説 、都 市 風 景 の 素 描 な ど、多 くの 興 味 深 い 散 文 小 品 を今 日 に残 してい る。後 の

ビー ル 、ベ ル ンと並 ぶ 、彼 の 創 作 の 中 心 的 舞 台 の一 つ が ベ ル リンだ つた 。

 兄 カー ル ・ヴ ァル ザ ー の 画 風 に っ い て 、た とえば 当 時 の 代 表 的 な 美 術 雑 誌 『芸 術 と芸

術 家 』を主 導 したK・ シ ェフラー は 、これ を 「ロココ」的 で あると評 して いる。い くつ か の 様 式

が混 在 し特 定 の 分 類 を拒 む 彼 の 絵 画 は 、その 他 の 批 評 家 にお いて は また 「バ ロックJ「ロ

マン 派 」「ビー ダ ー マ イアー 」的 で あるという評 価 を受 け てい るが 、頻 度 と強 調 度 に お い て、

「ロココ」の 指 摘 が 群 を抜 いて い る。20

 これ らの 批 評 は 、つ ね に 、弟mベ ル トの 文 学 と兄 の 絵 画 との類 似 性 を如 実 に示 してい

る。兄 につ いて 当 時 の 批 評 家E・ ヴァル トマ ンは いう。

   繊 細 で 移 り気 、あ る時 は 自然 感 情 に 心 底 か ら包 まれ てお り、またある時 は 、

   皮 肉 を湛 えた 世 界 感 情 の な か にい る。機 知 が きき、感 傷 に ひ た りなが ら、己

'sBernhard Echte:Karl und Robert Walser . Eine biographische Reportage. in:Bern-

hard Echte/Andreas Meier(Hg.):Die Br�er Karl und Robert Walser. St臟a 1990.

5.170f. und 178f.‐Catherine Sauvat:Vergessene Weiten. Eine RobertWalser-Biogra-

phie.(Aus dem Franz�ischen von Helmut Kossodo)Frankfurt a.M.1995.5.70.
19Claire Badorrek -Hoguth:Der Buchk�stler Karl Walser . Eine Bibliographie. Bad

Kissingen 1983.5.16.

201bid .S―81ff.この画 家に 関す る1905年 から1946年 までの批評 と回 想を、抜粋 で載 せている。
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  れ自身に懐疑をいだき、[…]繊 細な憂欝への傾向がある。21

これはそのまま、弟の文学についての批評としても読めるものである。「この兄弟からは、

硬貨の裏表のような印象を受けました」Y2とシェフラーは回想する。兄の挿し絵を付した弟

の散文、という体裁を取ったいくっかのローベルトの書物は、その意味で、同質の傾向を

持つたふたりの幸福な結合を体現するものといえるだろう。

兄の絵画がロココ的だという批評を受けるとき、その「繊細」で優美な画風が意識されて

いる。弟ローベルトは、ベルリン時代の終わりからビールへ移る頃にかけて、兄のそのよう

な作品を文学的に描写する作品を残している。

           、r輪 津∵野
                       . 嚇

           馨.餐

           憲 犠 篤 ㍉

           貯菅 1繋
            奪  ・ ・ 響 、ご、譜           

凝 ゼ  ・ド   ._

           Abb.1カ ―ル・ワァル ザー『舞踏の広 間』

『舞 踏 の 広 間 』(1915)と い う散 文 は 、兄 の 同 名 の絵 画za(1902)を 念 頭 に 置 い て いる。

『私 の 兄 の 二 つ の絵 』とい う表 題 のもとに、スイスの雑 誌 に掲 載 され た作 品 の ― つ であ る。

兄 の 絵 は 、夜 深 い 、森 な す 谷 の傾 斜 地 と、そ の 中 にひ っそ りと立 つ い くつ か の 家 屋 を描

い て いる。外 界 か ら閉 ざ され た空 間 の 表 現 が 、牧 歌 風 を思 わ せ る。一 番 上 にあ る舞 踏 の

広 間 の華 や ぎに 、そ の 下 に 広 が る庭 園 の 静 寂 が 対 照 させ られ てい る。中 央 に 、ぽ つ ん と

独 り、窓 か ら外 の 樹 木 を眺 める男 が 小 さく描 か れ て いる。

211bid .S.85.

zz Ibid .S.87.
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弟 による散 文 は 、この 男 に視 点 を合 わせ て語 りは じめ る。

  この 若 い 男 は だ れ な の で しょう。夢 想 家 で しょうか 。え え 、そ うな の で す 。

   (SW16:341)

読 者 へ の 語 りか けととれ ば 、親 密 な 対 話 の 情 緒 を醸 し出す ようでもあるが 、以 下 の 展 開

か らみ て 、む しろ、孤 独 な 自問 自答 の ようにひ び く。この あと、引きつ づ き三 人 称 を用 い て

若 者 を描 いて い く部 分 で は 、「夢 想 家Tr舫mer」 とい う言 葉 に 引 つ掛 ける形 で 、「夢 見 て

tr舫mt」 「夢 見 るtr舫men」 「夢 のようなtr舫merischem「 夢 見 ることdas Traumen」

「夢Tr舫me」 「夢 見 られ たgetr舫mt」 と、派 生 関 係 にある語 を次 か ら次 に繰 り出 して い

く。「夢 想 家 」とい う書 葉 の 響 きを ただ 堪 能 す るか の ように 、言 葉 の 演 技 を行 な って い る。

また この 快 楽 主 義 的 文 体 の なか に は 、次 の ような風 景 描 写 も挿入 され 、「夢 」見 心 地 を高

め る。

  夜 風 が 、か す か に木 の 葉 とともにそ よぎ 、ささや きます 。庭 園 にこん な にも豊

  か に垂 れ さが る木 の 葉 は 、甘 く不 可 思 議 な 暗 闇 の なか で、天 上 の美 を湛 え

  た 善 き事 が らを夢 見 て い るようで す 。(SW16:341)

一 つ の 言 葉 との 戯 れ は
、しか しここで いった ん 打 ち切 られ る。絵 画 を構 成 す る個 々 の 点

景 に言 及 して い くた め で ある。まず 画 面 の 下 にそ び え る椎 の 木 に 話 が いく。この 樹 木 は 、

「静 寂 の 魔 法 と沈 思 の 表 現 を 、絵 に与 えてい ます 」。それ か ら噴 水 の ある泉 へ 、噴 きあ が

る水 へ 、古 び た 庭 園 へ 、そ して 最 後 に 、画 面 の 最 上 部 に ある音 楽 の 流 れ る舞 踏 の 広 間

へ と視 点 が移 る。

ここで 指 摘 で きることの 一 つ は 、優 美 な 自然 描 写 と閉 ざ され た空 間 の表 現 に 加 えて 、動

詞 の 末 尾 に付 く縮 小 詞 の 反 復 が 、文 学 上 のロココ性 を示 して いることである。2A。fl�tert

und lispelt"(SW16:341)、�s舫selt und rieselt``(SW16:342)と いった 動 詞 は 、こま

や か な運 動 を体 現 して18世 紀 ロココの 繊 細 さに合 致 す る。

そ してもう一 つ は 、絵 画 と文 学 との 差 異 にも関 わ ることで あるが 、古 び た庭 園 を 「気 高 く

上 品 な 広 間einen hohen und edlen Saa1」(SW16:341)と 比 喩 したことで 、この 絵 画

aa Abb .1.

aa AlfredAnger:Landschaftsstil des Rokoko
. In:Euphorion 51(1957).5.161f. und 184.
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の表 題 であ る「舞 踏 の 広 間Der Tanzsaa1」 との あい だ に イメー ジ の連 結 が 起 こる点 で あ

る。つ まり「広 間jの 語 を軸 に して、庭 園 と舞 踏 室 が 向か い合 う。緑 に 閉 ざ され た 庭 園 に 広

が る静 寂 と、舞 踏 室 の 賑 わ い との 対 照 性 は 、す で に 兄 の 絵 画 の 中 心 的 な要 素 で あ つた

が 、果 たして弟 の散 文 小 品 も結 び をこの 対 照 性 に 向 けて い る。しか も三 人 称 の視 点 か ら、

窓 辺 に立 つ 若 者 の独 白という形 式 に移 行 して 、静 寂 と孤 独 の情 緒 を高 め つ つ 、

  「あ の 上 の ほうで は 、踊 つてい るの か 。[…]ぼ くは 、ぼ くは 踊 りたくな い 。この

  夜 を見 ることが できな い の が 、い や な のだ 。この 静 か な窓 辺 に 立 つて 、宵 闇

  の す べ て の美 しさを眺 め 、す べ て の 魔 法 とす べ て の 偉 大 に触 れ 、愛 と、夢 と、

  事 物 の 香 りを感 じ取 りた い のだ 。(Dort oben tanzen sie[… 】Ich, ich

  m�hte nicht tanzen, m�hte nicht, daﾟich die Nacht nicht s臧e,

  m�hte nicht, daﾟich nicht hier am stillen Fenster st舅de, wo ich

  alle n臘htliche Sch�heit sehe, allen Zauber und alle Gr�e f�le

  und die Liebe und den Traum und den Duft der Dinge empfinde.)J

   (SW16:342)

拙 い 日本 語 訳 で は 、ただ 陳 腐 に しかきこえ ない が 、しか しもとの ドイツ語 の ほ うが す で に 、

あ る種 の クリシ ェ的 な 響 きを色 濃 くもって い る。高 揚 した 調 子 と、押 韻 じみ た 同 一 音 の 執

拗 な 反 復 に よって 、一 種 、舞 台 の 台 詞 め い て さえ いる。舞 台 とい え ば 、もとの 絵 画 を構 成

して いる個 々 の 点景 自体 す で に 、舞 台 の書 き割 りめ い て い た。いか にも人 工 的 な 配 置 と、

しか しさざめくような 自然 の情 感 が 、中 央 の若 者 を大 きく包 み 込 ん で い る。彼 があ の ように

小 さく描 か れ 、また表 題 にも登 場 しな い の は 、画 家 の 意 図 的 なもの で あろ う。この 絵 画 を

鑑 賞 しなが ら、ふ とそ の人 物 を 見 い だ す 者 は 、そ こか ら何 か 一 つ の 物 語 、演 劇 の 筋 書 き

め い たもの を誘 われ ず に は い ない。

弟 の 散 文 は 、いわ ば そ の誘 い に うまくの つた ものな の で あ る。「広 間 」の 比 喩 や 、一 つ の

単 語 の 執 拗 な 変 形 反 復 、さらに音 の 反 復 さえ 行 な っ て、文 学 性 を 生 か した遊 戯 的 な パ ラ

フレー ズ にな つてい る。また 、語 りの 人 称 を 変 えて 視 点 の 移 動 を行 な うことで 、絵 画 を単

純 に外 か らエクプラシスす るの で はな い 、む しろ、内 と外 との 微 妙 な は ざ まに 身 を置 い た

描 写 になって い ることが わか る。

3.ロ ココ

ビ ール 時 代 か らあ と、兄 弟 関 係 の 冷 却 とともに 、兄 の 絵 画 を直 接 取 り上 げ ることは 稀 に
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な る。しか し無 論 ロー ベ ル トの 関 心 は 、兄 の 絵 画 に尽 きるわ けで は な い。大 まか な傾 向 と

して 三 つ 挙 げ ることがで きるだ ろう。一 つ は 、クラナ ハ 、ホ ル バ イン 、ブ リュー ゲ ル とい った

北 方 ル ネ サ ンスの 画 家 、もう一 つ は 、ヴ ァル ザ ー にとって まだ 近 い 過 去 に属 し、ベ ル リン

分 離 派 に 影 響 を与 え、い わ ば 時 事 的 な 関 心 でもあ つた 印 象 派 である。そ して 三 つ 目に 、

時 代 的 に は その あい だ に入 る18世 紀 ロココの 画 家 がある。ここで は まず 、「ロココ」風 で あ

ると評 され た 兄 の絵 画 か らの 延 長 としてロココの 画 家 を 取 り上 げ て みよう,,

壷 ∴

∵講,メ
     凶鰯か ボ 、ド 瀞・ 叩

Abb.2ジ ャン・オ ノレ・フラゴ ナ ー ル      Abb.3ア ン トワー ヌ ・ヴァトー

    『奪わ れ た 口 づけ』            『シ・、・ンゼ リゼ ー 』

 ロ ココ絵 画 の 端 緒 に あ るヴ ァトー(1684-1721)と 、そ の 代 表 的 存 在 で あ るフ ラ ゴ ナ ー ル

(1732-1806)を 中 心 的 に 扱 う散 文 小 品 は 、そ れ ぞ れ の 画 家 に ――=っ ず つ 存 在 す る 、、25

ヴ ァル ザ ー の 著 作 全 般 を 通 じて 言 え る ことだ が 、雑 誌 や 新 聞 等 へ の 発 表 年 代 の み が 知 ら

れ て い て 、厳 密 な 成 、7:時期 の ほ うは 、未 発 表 の 草 稿 も含 め て お よそf,二里 霧 中 で あ る 。こ

れ らの 四 つ の 散 文 は 、す べ て ベ ル ン 時 代 、つ ま りヴ ァル ザ ー の 作 家 活 動 の 最 末 期 に 成 つ

た と考 え られ て い る,,Lfヴ ァル ザ ー と絵 画 との 長 い 関 わ りが わ か る。

『奪 わ れ たrlづ け 』(1761)と 題 す る フ ラゴ ナ ー ル の 絵phjz7は 、『フ ラゴ ナ ー ル の あ る絵 』、

『口 づ け(皿)』 と題 す るヴ ァル ザ ー の ―=っの 後 期 散 文 に お い て 文 学 的 に 素 描 され て い る。

まず 『フ ラゴ ナ ー ル の あ る 絵 』とい う表 題 の 散 文 を 取 り ヒげ て み よう。ここで は 、都 市 の 散

21)レ～Vatteau(((S～V2〔D:245ff)
,≫".1 ganz kle重n wenig"「atteIlu{((S、V17:479ffJ,)レEin Rild

von Fragonard(((S、V2〔1:4〔)f.),》 》Der Iiu13(nI)(((S、V20:144ff.)―

2`iVg1 .z.B.SW2工):451―(:¥nmerkunKenvom Herausgeber�erレ 》Eln Bild v〔〕n Fragonard(()

- Abb
.2.
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歩 者 で ある 「わ たし」が 店 の 陳 列 棚 に飾 られ た複 製 画 を眺 め て い る。街 路 に 立 ち 止 まり、

複 製 画 や ポスター をじつと見 つ め てい るとい う場 面 は 、ヴァル ザ ー の 散 文 に再 三 み られ る

もので あ る。か つ て 、ヴァトー の 雅 宴 画 に描 か れ たような ロココ 的 牧 歌 世 界 に お い て 、森

や 庭 園 の 空 間 を妖 精 や 裸 婦 の 彫 像 が飾 つて い た ように 、28い ま 、この ヴ ァル ザ ー の20

世 紀 の 牧 歌 で は、複 製 画 とポ スター が 都 市 の 街 路 を飾 って いる。あ たか もこの街 路 が 、こ

の 時 代 に とつ ての 庭 園 、楽 園 で あるか のように。

ところで 、この散 文 での エ クプ ラシス はあ まり描 写 らしい 描 写 に は な つて い な い。た しか

に 二 人 の 口づ け に言 及 して は い るけれ ども 、む しろ 重 点 は 、この絵 画 の 前 景 と後 景 との

対 照 性 に 置 か れて い る。ドアの す きまこ しに 見 えて い る、食 事 に い そ しん で い る人 々 は き

っ と、前 景 の 二 人 の 情 事 な どに はまるで 関 心 が な く、「お そ らくや ロマ ンチ シ ズムを軽 ん ず

る、古 典 主 義 の 亜 流 の輩 に ち が い ない 」(SW20:4r1)な どとい つて い る。ヴ ァル ザ ー 得 意

の逸 脱 的 な お どけ た表 現 で ある。

同 じフラゴナ ール の絵 を扱 つたもう一 つ の 散 文 小 品 『口 づ け(皿)』 は 、さらに珍 妙 で ある。

もは や これ をエ クプ ラシ スと呼 ん で よい のか どうか さえ 怪 しいこの 作 品 は 、絵 画 をもとに し

て想 像 した18世 紀 当 時 の 世 界 へ の 逸 脱 ば か りか らなつて い る。冒 頭 で語 り手 は 、この よ

うに言 葉 を始 め る。

  当 時 まだ 、鉄 道 とい うもの は存 在 しなか った。(SW20:144)

以 下 この散 文 は ― 貫 して 、い わ ば この 文 章 の 変 奏 曲 とな つ てい る。語 り手 は しゃべ りに

しゃべ る。身 分 は 「小 姓 」と思 わ れ る、この 口づ けす る男 の 生 きた 時 代 に は 、「鉄 道 」の ほ

か 、「集 中 暖 房 」も、「石 油 ランプ 」も、「街 灯 」も「電 気 」も 、「実 科 学 校 」も「映 画 」も、「飛 行

機 」も 自 然 の 「風 景 」も 、「電 話 」も 「電 報 」もなか つた の で あると。(SW20:144-145)も との

絵 に 存 在 しな い 話 は さらに 膨 らん で 、どこか 通 俗 小 説 め い て くる。す な わ ち 、この伊 達 男

は必 ず や 「台 所 係 の 娘 」にも手 を 出 して いた だ ろうと。しか し、美 しい 「女 主 人 」も捨 て が た

く、その 気 持 ち を巧 み に 惹 いて 、口づ けとい う「この優 しい接 触 」に たど りつ い たの で ある。

不 実 を 「まな ざ しで 詰 る」台 所 係 の 娘 の 目の前 で 。(SW20:145―146)

この饒 舌 を紡 ぎだ す ヴァル ザ ー は 、前 の 散 文 小 品 で 、フラゴ ナ ー ル の 絵 画 が 与 える印

象 に つ い て次 のように表 現 して い る。

za Vg1 .Abb.3.
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  フラゴナ ー ル は 絵 による語 り部(ein malender Erz臧ler)で あった。だか ら

   して 、彼 に つ い て調 査 報 告 す る(referieren)こ とは 、難 しくな いようでもあ る

   し、また 、や は り易 しくな いようで もある。(SW20:40)

ヴァル ザ ー の 兄 カー ル の 絵 画 に備 わ つてい た 、物 語 を誘 い 出 す 構 成 が 思 い 浮 か ぶ 。し

か し18世 紀 の ロココ絵 画 に っ いて も、人 物 の 仕 草な どが きわ め て演 劇 的 であ ることが指

摘 され て い る。'19そ のような 絵 画 に依 拠 して筆 をとるヴァル ザ ー 自身 は 、自 分 を逆 に 、

「語 りによる画 家 」とでも呼 ぶ ので あ ろうか 。彼 のエ クプ ラシスは 「調 査 報 告 」で あると、そ れ

まで の優 美 な 言 葉 遣 い の 中 に 突 然 対 照 的 なお 役 所/学 者 言 葉 を用 い て 、常 の とお りに戯

けて は いる。しか しそ うした 装 い の 中 にこそ 深 い意 味 を込 めて 、彼 は 自 己 定 義 を行 つてい

るように み える。絵 画 と文 学 の あい だ の どこかを 歩 い てい るヴァル ザー は 、ロココへ の 嗜 好

を 通 じて 出 会 った フラゴナ ー ル とい う画 家 に 、お のれ の 姿 を模 索 してい る。

そしてもう一 人 の ロココ画 家 ヴァトー もまた ヴァル ザ ー に とつて 重 要 な 存 在 で ある。『無 関

心 』(1717頃)と い う、踊 り手 を描 い た作 品 が ヴァトー にあ る。:tO

           Abb―4.ア ントワーヌ・ヴァトー『無関心』

これ に 関 心 を引 か れ たヴ ァル ザ ー は 、『ほん の 少 しだ けヴ ァトー』とい う表 題 をもつ わ ず

か 数 頁の 戯 曲 へ と、この 絵 画 を変 形 して い る。ここで は 、ヴァトー の絵 の 表 題 どお りの 「無

°'Hermann Bauer:Kokokomalerei
. Minenwald 1980. S.ILE;.

10Abb
.4.
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関 心 な 男Der Gleichg�tige」 が 、戯 曲 の 一 登 場 人 物 とな る。いわ ば 、もとの ロココ絵 画

には らまれ て いた 演 劇 性 が 、その まま戯 曲 の形 に移 され た わ け である。

この 特 殊 な エ クプラシスを特 徴 づ け て い るの は 、この 「無 関 心 な 男 」の 「無 関 心 」さを文

体 演 技 す る修 辞 性 で ある。押 韻 じみ た類 似 音 の 反 復 、比 喩 とオ クシ モ ロン(撞 着 語 法)の

羅 列 によって 、約 二 頁 半 の 演 説 が くりひ ろ げ られ る。特 に次 の 一 節 は 、ほ とん ど17世 紀

バ ロック文 学 の 修 辞 性 を思 わ せ るグ ロテスクな もの で ある。

  一 度 たりとも悪 い ことを、また 一 度 た りとも良 いことを小 生 は した ことが な い 、

  これ はた しか に 自分 として は 、あや うく少 しば か り人 間 とい うよりは 人 形 じみ て

  い るように思 うの で ある。とは い え 、小 生 は 、本 当 の 意 味 で 生 きた ことが― 度

  もな い ということ、それ は あたか も、巨 大 で 、荘 厳 で 、輝 くば か りの 緑 色 を した

  一 本 の樹 木 が 、紺 碧 の 空 の なか へ 、天 高 くそ び え 立 って い るようなもの な の

  だ 。で 、この 空 とは つ まり小 生 のい だ く予 感 の ことで あっ て 、思 うにこの 自分

  は 、か つ てない ほど魂 に 満 ち 満 ちた 魂 の 欠 如 で あ り、自 分 は 、一 度 た りとも

   口に され なか った 魅 惑 的 な 言 葉 で あり、一 度 た りとも贈 られ なか った 、そ して

  一 度 た りともそれ を受 け取 る者 の な か っ た 口 づ けで あ り、しか もそれ は 死 ぬ

  ほ ど甘 美 なものだ った ので あ り、全 く僅 か なもの に 収 縮 して しまった の に 決 し

  て終 わ ることの な い労 苦 で あ り、― 度 た りとも流 され たことの な い石 化 した涙

  であ り、そ れ は 真 珠 の ように頬 を流 れ 落 ちるの で あり、そ してそ れ は 憂 欝 とお

  か しみ の 印 象 を同 時 に 与 え るもの で あ り、は た また 、この 自 分 は 、矢 を受 け

  て血 を流 し、黄 金 の 宙 か ら嘆 きの 声 とともに 墜 ちて くる鳩 で あ り、悪 徳 の や ま

  ぬ 敬 度 で あり、そ して また 、嫌 悪 の 身 振 りそ のもの で あ つて 、しか もそ れ は 、

  ゆた か に 運 動 す る存 在 として の歓 び と、は しゃぎ 浮 か れ た気 持 ち の す べ てが 、

  貯 蔵 され 山積 み に なって いる一 つ の 倉 庫 と呼 ん でもらつてさしっ か えな い の

  で ある。(Daﾟich nie etwas Schlechtes, nie etwas Gutes tat, kommt

  allerdings mir selber hie und da beinahe ein biﾟchen puppenhaft

  vor, aber mein Niegelebthaben ragt wie ein riesiger, herrlicher,

  gl舅zendgr�er Baum in den schwarzblauen Himmel meiner Ah-

  nung empor, ich sei die seelenvollste Unbeseeltheit, die es je gab,

  und ich sei das nie ausgesprochene, bezaubernde Wort und der nie

  gegebene, nie i皿Empfang genommene Kuﾟ, der zum Sterben Sﾜﾟ

  ist, und die zusammengeschrumpfteste, nieendende Bem�ung
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  und die niegeweinte, versteinerte Tr舅e, die perlen臧nlich meine

  Wangen herunterrollt, die den Eindruck zugleich der Melancholie

  und des Witzigseins machen, und die von einem Pfeil getroffene,

  blutend und wehklagend aus der goldenen Luft herabst�zende

  Taube, die lasterhafte Fr�migkeit, Geb舐de desﾜberdrusses, die

  ein Vorratshaus genannt werden kann, worin die Freuden und alle

  Ausgelassenheiten eines beweglichkeitsreichen Daseins aufgespei-

  chert,�ereinandergestapelt daliegen,…)(SW17:480f.)

文 章 は な お 終 わ ることが な い 。ドイツ語 のこの超 長 文 に 示 されて いるの は 、対 峙 しあう意

味 の どち らにも行 き着 くことの な い 、つ まり双 方 に 「無 関 心 」な男 のあ りさまである。日本 語

に訳 して み ても、オ クシ モ ロンの この 力 学 は伝 わ りにくい。

ところが 、この ような 言 語 遊 戯 を 展 開 す る一 方 で ヴァル ザ ー は 、逆 にこの 遊 戯 な い し演

技 そ の もの を牽 制 してもい る。作 為 や 虚 構 と無 縁 で は な い お の れ の 出 自を 忘 れ ることは

彼 に は で きな い 。この 小 戯 曲 に は 四 名 が登 場 し、「無 関 心 な 男 」に続 い て さらに 二 人 、

「偽 りの 男 」と「感 傷 的 な男 」とが 、そ れ ぞ れ 自分 の性 格 を 自 己 弁 護 す るか の ような 演 説 を

展 開 す るのだ が 、最 後 に 登 場 す る道 化 らしき 「滑 稽 な 人 物 」だ け は 、前 の 三 者 を総 括 す

るような 、いささか 異 な る立 場 か ら台 詞 を述 べ てい る。す な わ ち己 の 性 格 に 固 執 す る三 者

に比 べ て 、自分 は 「平 衡 」を重 ん ず る 「穏 当 その もの」で あり、自分 の 滑 稽 な所 作 は 、す べ

て 「作 りものeine Gestaltung」 で あること、「幻 想die Illusion」 を与 えるため の 「技 芸

の仕 事eine Kunstleistung」 にす ぎ な いことを よく承 知 してい るという。す ると、先 程 ま

で しゃち ほ こば つた 演 説 をしてい た 三 者 が 、あたか も道 化 の 言 葉 で 心 を一 つ にしたか の よ

うに 、一 列 に 手 を っ な いで 舞 台 の 前 方 に 歩 み 出 る。そ して 声 を合 わ せ 、「ぼ くらは はた だ 、

別 々 に ふ るまっ てい るだ け 、別 々 に受 け 取 られ て いるだ け なの さnur daﾟjeder sich

anders gibt, anders genommen wird」 とうたつて幕 が 閉 じる。(SW17:484£)

ヴァル ザ ー は 、この 「作 りもの」で しか な いことに 、自分 の 文 学 を賭 けて いた ように み える。

「作 りもの 」とい え ば 、また 「まが い もの 」とい う含 み ももつ が 、この 点 で ヴァル ザ ー は 自 分 の

散 文 に どのような位 置 付 けを 与 え てい た のか 。ここで 、ひ とまず ロココ絵 画 か ら離 れ 、伝 統

的 な エクプ ラシス に備 わつ てい た 重 要 な側 面 にふ れ て お か なくて はな らない 。

4.造 形 者 として の 神

エクプラシスの 起 源 で ある『イリアス』の アキレウスの 盾 の 描 写 は 、この ように 始 まる。
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  そこに は 大 地 あ り天 空 あ り海 が あ る。疲 れ を知 らぬ 陽 が あ り、満 ち ゆ く月 、ま

  た 天 空 を 彩 る星 座 がす べ て描 か れ て い る 一 す ば る(プ レイア デ ス)に 雨 星

  (ピュアデ ス)、さらに力 強 いオ リオ ン、また 「熊 」座 、これ は別 の 名 を 「車 」座 と

  もい い 、同 じ場 所 を廻 りオ リオ ンをじつと窺 って い る。31

羅 列 文 体 が ここにもみ え て いる。以 下 この 長 い エ クプ ラシス は 、主 なもの だ け 挙 げ ると、

人 間 の 町 、肥 沃 な 田畑 、農 夫 、王 領 の 荘 園 、葡 萄 園 、牛 と牧 人 、牧 場 、踊 り場 に言 及 し、

最 後 に盾 の縁 飾 りとして大 河 オ ケア ノス を描 い てい る。この 描 写 の なか に は 、さらに青 春

と老 年 、農 業 と戦 争 、結 婚 と殺 人 という対 の 表 象 が とりこまれ て い る。ここに 意 図 され て い

るの は 、世 界 の 全 体 を丸 ごと盾 の 上 に提 示 す ることな ので あ る。

エ クプ ラシスの 根 底 には 、古 代 と中 世 を貫 くDeus artifex(造 形 者 として の神Gott

als Bildner)の トポ スが存 在 した。古 代 の創 世 神 話 は 、しば しば 神 を世 界 創 造 の職 人 と

して想 定 す る。『イリアス』にお い て 、ヘ パ イス トスとい う火 の神 は 一 人 の鍛 冶 職 人 として登

場 し、世 界 の 全 貌を盾 の 上 に作 り出 してみ せ る。この 「作 られ たもの」としての 工 芸 品 を描

写 す ること、エ クプ ラシ スす ることは 、そ の 彼 方 に 世 界 創 造 とい う神 の 「手 仕 事Hand-

Werkst舩igkeit」32を 想 起 し、そ の 存 在 に 思 い を馳 せ る作 法 だ った の で ある。33こ の 点

にっ いて クル ツィウスによる次 の ような解 説 があ る。

  す なわ ち 、Deus artifexと ともに 古 代 はNatura artifexと いう並 行 主 題

  をも知 つて いる。両 者 のartificium[手 仕 事]は 同 一 で あ る。す な わ ち世 界

  と人 間 の 産 出 、建 築 術 、陶 芸 、金 銀 細 工 術 、時 として 絵 画 、舞 台 演 出 、織

31ホ メロス『イリアス(下)』、松平 千秋 訳 、岩 波文 庫、217-218頁 。
32E ―R.クルツィウス『ヨーロッパ文 学 とラテン中世』、南大 路振 一 、岸 本 通夫 、中村 善也 訳 、みす ず

書房 、1991年 、794頁 。(Ernst Robert Curtius:Europ臺sche Literatur und lateinisches

Mittelalter. Bern/M�chen 1948.5.530.)

ss Kururan
, a.a,0―, S.1f.この点で、ドイツ拝 情詩 の一領 域 をなす 「事 物詩Dinggedicht」 をエク

プラシスの観点か ら考 えることができるという指摘 がある。リルケにおける「創 造物 と創 造者 との緊 密

な関係 」の表現 や、メーリケにお ける牧歌 としての「純粋 な空間 と静 止した時間へ の志 向」が、エクプ

ラシスの二 っの側 面を示すものとして参照できるらしい。 古代 の牧 歌 に親 しんでいたメー リケは 、

『古 典詞華集 』(1840)な る翻訳 詩集 を編んでいる。また、『美 しいぶ なの木 』(1842)、 『ランプに寄

す』(1846)と いつた、まさにエクプラシス的な詩を残 している。Kurman,a.a―0―,S.2.-B�chen-

stein-Sch臟er, a.a.0.,5.125f.
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   物 が このartificiumの 諸 形 式 で ある。[…]世 界 と人 間 の 創 造 は 一 体 の

   神 の 手 仕 事 に 由 来 す る。そ して その 神 は織 匠 、刺 繍 者 、陶 工 、鍛 冶 職 人 な

   どの 姿 をとる。34

 造 形 者 として の ア ナ ロジ ー か ら、や が て 画 家 や 叙 事 詩 人 、劇 作 家 な どの 芸 術 家 が 、こ

の創 造 者 の 圏 域 へ 入 つて くる。そ の ときエ クプ ラシス は 、実 在 の 工 芸 品 に加 えて 、い わ ゆ

る芸 術 作 品 を模 写 す るとい う形 を取 ることにもなる。ウェル ギ リウスの 『アエ ネ ー イス』に み

えるデ ィー ドー の 夢 の 描 写(第4巻 、469-473行)に は 、ギリシア 悲 劇 の 一 情 景 を 下 敷 き

.にした 章 句 が あるらしい。35

 ところ で ヴァル ザ ー は 自 分 の創 作 を 、「幾 重 にも切 り刻 まれ た 、あ るい は 、ば らば らに解

きほ どか れ た く私 の 書 〉」と呼 ん で い た。装 丁 が くず れ 、ほ どけた 書 物 の ― 頁 を、美 術 品 の

模 写 す なわ ち エクプラシス が構 成 して いる。この 言 葉 の 少 し前 に は 、「自分 は 一 種 の 職 人

仕 事 的 な小 説 家(eine Art handwerklicher Romancier)で あ る」と書 い てい る。

   短 篇 作 家(Ein Novellist)と 呼 ばれ るような者 で は 、たしか に ない 。ご機 嫌 う

   るわ しい 、とは っ まり、気 分 の 悪 くな いときには 、服 を仕 立 て 、靴 を作 り、鉄 を

   鍛 え、鉋 が け し、こつ こつ と叩 き、槌 で 打 ち 、あるい は 釘 を使 うように して 、内

   容 をの み こむ に は 全 く時 間 の い らな い 文 字 の 連 な りを、繋 ぎ 合 わ せ てい る

   (schneidere, schustere, schmiede, hoble, klopfe, h舂mere oder

   nagle ich Zeilen zusammen, deren Inhalt man sogleich versteht)o

   お 気 に 召 す な ら、文 を 書 くろ くろ 細 工 師(einen schriftstellernden

   Drechsler)と 呼 ん で い た だ くこともで きる。書 きな が らわた しは 、壁 紙 を貼 つ

   てい る(lndem ich schreibe, tapeziere ich)。(SW20:322)

 自分 の 文 学 性 を こうした 手 仕 事 、職 人 仕 事 に 喩 え る例 は 、実 際 の ところ枚 挙 に いとまが

ない 。36た しか に彼 は 、― っ の核 の もとに小 気 味 よくまとまった 物 語 を書 く「短 篇 作 家Jと

は 違 う。断 章 の 切 り張 り細 工 の ような ヴァル ザ ー の 散 文 性 は 、この い くらか 皮 肉 にもひ び く

自 己 批 評 の 中 に 、少 な か らず 言 い 表 わ され てい る。そ して従 来 の 研 究 に お い ても、この

34E ―R,クル ツィウス、同書 、同頁。

_ss Kururan
, a.a.O.,S.4.

ss Z .B.SW16:201, SW18:71, SW18:76, SW20:325 und SW20:421.
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手 仕 事 の比 喩 はヴァル ザ ー の 自 己 卑 下 な い し翰 晦 の 表 現 で あるとい う程 度 の 解 釈 しか

受 け てこなか つた。37

エ クプ ラシスの観 点 か らヴァル ザ ー の絵 画 描 写 を 考 え てみ ると、自分 を 「一 種 の職 人 仕

事 的 な 小 説 家 」だ と呼 ぶ ヴァル ザ ー は 、そ れ によっ て 、世 界 の 造 形 者 の 連 な りの な か に

自分 を加 えようとしてい るようにみ える。20世 紀 の 散 歩 の途 上 に 出 会 う、美 術 作 品 や そ の

技 術 的 複 製 品 をエ クプ ラシ スしなが ら、そ の 「造 形 」な い し 「作 ること」の なか に 、ある根 源

的 な神 一 工 匠 の 存 在 を、微 か な 予感 とともに 探 して いるの であ る。

な らば 、そ の ような 根 源 的 一 者 を想 定 す るとして 、造 形 者 の端 くれ としての ヴ ァル ザ ー は

20世 紀 とい う時代 に 何 を 造 形 しようとした のだ ろう。エ クプ ラシ スの 作 法 を含 め 、彼 は 既

存 の テ クス トに 依 拠 して それ をパ ラフ レー ズ す ることを盛 ん に 行 な う、い わ ば 二 次 的 な 文

学 の 作 家 で あ った 。そ の 意 味 で は 、彼 が 造 形 す るもの 、彼 の 「作 りもの 」は 、二 番 煎 じの

「まが い もの 」に すぎな い だろ う。造 形 す る内 容 は 、より上 位 の 造 形 者 として の 神 によって 、

す で に 決 定 され て いる。造 形 す る内 容 は 、神 が 作 ったこの 世 界 が す で に もって い る、い わ

ば 台 本 として の既 存 の言 説 に尽 きて いるの であ る。

しか し彼 は 、その 台 本 を演 技 す ることが で きた とは い えまい か 。より上 位 の 造 形 者 として

の 神 によつて 委 任 され た 、いわ ば ひ とりの 役 者 として 、彼 は 世 界 を演 じた 。エ クプ ラシ スさ

れ る絵 画 の数 々 は 、そ の た め の台 本 で ある。ホメロス、ウェル ギ リウスに 始 まっ て 、カトゥル

スか らダ ンテ 、さらに はキ ー ツに 至 るエ クプ ラシス の 系 譜 に お いて 、そこに 描 か れ る人 物

や 事 物 の 仕 草 、描 写 の展 開 などが 明 らか に演 劇 的 で あることが 指 摘 され て い る。38ヴ ァ

ル ザ ー は 、例 え ば ヴァトー の 絵 画 の エクプ ラシスに お い て この 傾 向 を極 端 化 した の で ある。

しば しば 陳 腐 で退 屈 であ るという批 評 を受 ける ヴァル ザ ー で は あつた が 、む しろ、どん な

に陳 腐 で 「まが いもの 」じみ た事 柄 に対 しても、あ る種 の 現 実 感 と驚 きを感 ず ることを彼 は

忘 れ な い。そ れ どころか 、まさにそ の ように ありきた りな 物 語 こそ が 世 界 を構 成 して い るの

だ とい うこと、まさにあ りきた りな 、既 存 の 物 語 、筋 書 きの 連 な りとして 、世 界 は 存 在 す るの

だ ということを、彼 の 散 文 は 教 えて くれ るように 思 う。そ して さらに言 うな ら、決 まつた 物 語

の束 で しか な い 、そ の反 復 で しか な い とい う、ある面 で は 実 に 虚 無 的 な 世 界 の なか で 、

ヴァル ザ ー は その 時 々 の 演 技 によつて物 語 を 再 び 生 か してくれ る、あ るい は 、生 の 倦 怠

に 囚 わ れ た者 を「造 形 者 の 神 」が主 催 す る演 劇 の なか へ 救 い 上 げ て くれ るの で ある。

37Vgl .z.$.Fuchs, a.a.0.5.141.

38Kururan
, a.a.0.,S12f.‐Leo Spitzer:The"Ode an a Grecian Urn", or Content vs.

Metagrammer. In:Comparative Literature 7(1955).5.223f.
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並 外 れ た健 脚 の 持 ち 主 で あつた彼 は 、ミュンヘ ンか らヴュル ツブル クまで の180キ ロを

徒 歩 で 行 くことに何 の躊 躇 も感 じな か ったようで あるが 、39そ の彼 に とつ て は さらに 、書 く

ことそ のもの が 散 歩 な の で あった。森 のな か を、街 の通 りをうろつ く散 歩 者 の 文 章 は 、い つ

しか 物 思 い その もの の散 歩 を体 現 して いる。

  い ず れ ぼ くは 体 験 す ることにな る。この 散 歩 が 、体 験 の 境 の な か へ と進 ん で

  い くだ ろうこと、そ してこの体 験 が 、ぼ くを問 題 化 し、未 だ 解 か れ てい な いもの

  がもつ謎 め い た 眼 差 しで 見 つ め ること、一 方 ぼ くの ほ うも同 じように 、向 こうを

  見 つ め 返 す ことにな るの を。(SW18:87)

この 内 省 的 散 歩 を可 能 に す る外 枠 が 、ヴァル ザ ー に とつ ての牧 歌 なの で あ る。そ してこ

の 外 枠 のな か で 展 開 す る、高 度 に 技 巧 的 で 錯 綜 したバ ロック的 文 体 と、また その 一 方 で

ロココ的 に 磐 勲 か っ 優 雅 な 文 体 は 、彼 の 内省 的 運 動 を軽 快 にす る、歩 み そ の もの だ つた

の で ある。つ ま りヴァル ザ ー の エ クプ ラシスは 、バ ロック・ロココを動 員 した 、文 体 の 文 字 ど

お りの 演 技 で あ る。な にか の 絵 画 の 再 現(representation)と い うよ りは 、む しろ 演 示

(presentation)な い しパ フォー マ ンスのエ クプラシスとなっ ている。

5.世 界 劇 場

ヴァル ザ ー は ロココの 絵 画 を 好 ん で 取 り上 げ てい た。また 散 歩 の 途 上 に、ロココや バ ロッ

ク様 式 の 庭 園 、建 築 物 に た び た び 筆 を 向 け てい た。ある散 文 小 品 で は 、画 家 ヴァトー を

例 に して 当 の 時 代 に 賛 辞 を贈 る。「快 活 、す なわ ち 芸 術 、また別 の言 葉 で 言 うな ら、自身

との 幸 福 に 捧 げ られ た 」人 生 を生 きた ロココ人 ヴァトー は 、「粗 野 な 日常 か らの 逃 避 に 、心

地 よ く愛 らし い 表 現 を 与 え る 」術 を 知 り、「極 め て よ ろ しい 作 法 」を備 え て い た と。

(SW20:245£)そ して 結 び に 、踊 り子 の いるヴァトー の 絵 画 を短 く紹 介 す る。

しか しそ れ に とどま らず 、当 時 の 社 会 を基 礎 づ け て い た作 法 そ の もの に 対 して ヴァル

ザ ー はあ る種 の 関 心 をもって いた ようにみ え る。『レンツの兵 士 』という1907年 の 散 文 小

品 で は 、18世 紀 疾 風 怒 涛 期 の 詩 人 によるこの 作 品 を取 り上 げ 、そ のな か で ロココの 時 代

を称 賛 す る。ラ・ロシュ伯 爵 夫 人 に つ い て はこう語 る。

  この ロココ夫 人 の 口 にの ぼる言 葉 は 、これ もまた お そ らく、わ れ らが祖 国 の 文

39Sauvat
, a.a.O.,S.126.
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  学 が 話 しぶ りと弁 舌 とにお いて さしだ せ るも の の うち最 も美 しい ものを 納 め た

  鉢 の な か に入 ることだ ろう。ビュヒナ ー 、あ のビ ー ダ ー マイアー の劇 作 家 は レ

  ンツを手 本 とした。この 点 を確 認 す ることが 、今 まさにわ た しによって ようや く

  果 た され たことを 喜 ば しく思 う。/ラ ・ロシ ュ伯 爵 夫 人 とい うこの 女 性 は 、お し

  ろい を付 け ていた 。しか し当 時 の 女 性 た ち は まだ 、魂 の 深 み を、お 化 粧 作 法

  と結 び つ ける術 を 知 つ て いた の だ 、そ の 双 方 が 互 い に 邪 魔 しあ うことな く。

  (SW15:27)

この ような ロココの 賛 美 はヴ ァル ザ ー の 作 品 に お い てた び た び 出 会 うもの であ るが 、しか

しこれ は 時 代 の潮 流 の 一 つ でもあ つた 。19世 紀 末 か ら20世 紀 初 頭 に か けて 、バ ロックと

ロココは 芸 術 の新 しい 様 式 の 模 索 の た め に 再 評 価 され て い た の だ つ た 。40ヘ ル マ ン ・

バ ール は19世 紀 末 の 世 相 を診 て 、「わ れ われ の 周 囲 は ロココであ る。どこへ でも 目を 向

けて 見 られ よ 、す べ て ロココ、ロココで ある、限 りな く!」41と 叫 んで いるが 、そ れ か らす で に

十 年 以 上 が 経 過 した20世 紀 の 初 頭 にな お 、ヴ ァル ザ ー は 当 の 文 化 へ の思 い 入 れ を語

つ てい る。彼 が 注 目した もの はまず 、「話 しぶ りと弁 舌 」の 洗 練 であ り、「魂 の 深 み 」を優 美

な 形 で 表 現 す る作 法 で あ つたようだ が 、ア ル ノー ・ホ ル ツもまた 、ロココの 文 体 に 新 しい 様

式 を求 めた 『ファンタズ ス』(1898£)を 書 き、さらに ロココ文 学 の 詞 華 集 を編 ん で い る。

時 代 は さらに バ ロックの受 容 へ と移 行 して い く。そ してここでもホル ツ が 一 っ の 焦 点 にな

る。ロココの 繊 細 さが 時 代 の潮 流 となって あち こち に 氾 濫 す ると、ホル ツは さらなる先 祖 帰

りを試 み た の だった 。詩 集 『ダフニ ス』(1904)は 、活 字 と表 題 に までバ ロック風 を気 取 り、

まだ 使 い 古 され 疲 弊 してい ない 表 現 の宝 庫 として ホル ツが 信 じた 、バ ロック的 文 体 をち り

ば め て いる。42た だ し、ダ フニスの 告 白 として表 現 され た この 官 能 的 な 詩 の 数 々 に 込 め ら

れ たもの は 、17世 紀 バ ロックとは異 質 な 近 代 的 概 念 、す な わ ち 、ダ フ ニス とい う人 物 の

「個 性Individualit舩」 で あ り、世 紀 転 換 期 に 流 行 した 「生Leben」 な い し「生 の 肯 定

Lebensbejahung」 の観 念 であつた のだ けれ ども。 ns

90Klaus Conermann:Die Barockrezeption vonArno Holz in ihren literarischen und

geistigen Zusammenh舅gen. Bonn 1969. Diss.5.177ff.und 21Sff.
"Hermann Bahr:Rococo

. In:ders:Zur Kritik der Moderne‐Gesammelte Aufs舩ze.

Erste Reihe. Z�ich 1890.5.165.
42Arno Holz:Dafnis

. Lyrisches Portrait aus dem 17.Jahrhundert. Faksimile der im

September 1904 erschienenen Erstausgabe. M�chen 1979.
43Conermann

, a.a.0.,5.116,159 und 217.
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ヴ ァル ザ ー との 関 連 で は 、早 くか ら彼 を 高 く評 価 し援 助 を 惜 しま な か つ た フ ラン ツ ・ブ ライ

が こ の 動 きの な か で 一 役 買 っ て い る 。ヴ ァル ザ ー と同 じくレ ン ツ を 論 じた 彼 の エ ッセ イ の な

か で 、ロココ文 化 を 「自 然 と感 情 の 表 現 の 宝 庫 」として 讃 え 、ま た 『ロコ コの 精 神 』とい う、当

時 の 文 献 か らの 多 くの 引 用 を 含 ん だ 紹 介 的 書 物 を 著 わ して い る。さ らに は 、バaッ ク末 期

の い わ ゆ るgalante Poesieに 取 材 した 詞 華 集 を 編 ん で 、当 時 の 話 題 を さらつ て も い る。

44ヴ ァル ザ ー は 、この ブ ライ の 仲 介 に よつ て ミュン ヘ ン の 雑 誌 『イ ン ゼ ル 』の 詩 人 た ち と深

い 関 わ りを もち 、こ の 雑 誌 に 多 くの 重 要 な 作 品 を 発 表 す る ことが で きた の だ が 、ま さに そ こ

で 交 わ つ た ル ドル フ ・ア レ クサ ン ダ ー ・シ ュレ ー ダ ー 、オ ットー ・ユ リウ ス ・ビ ー ア バ ウム とい

っ た 詩 人 た ち の バ ロ ック風 が 指 摘 さ れ て い る。4520世 紀 初 頭 の 詩 人 とバ ロック文 学 との

関 わ りの ― 端 が ここ に み え る。

ユ ゴ ー が ラ ン ボ ー を そ う表 現 し た の に 倣 っ て 、ヴ ァル ザ ー を 「子 供 の シ ェイ クス ピ ア

Shakespeare enfant」 と呼 ん だ の は こ の ビ ー ア バ ウム46で あ っ た よ うだ が 、ヴ ァル ザ ー の

エ クプ ラシ ス の 演 劇 性 を な が め て き た い ま 、ま さ に 、あ の バ ロ ックか らロコ コへ 、17世 紀 か

ら18世 紀 初 頭 に か け て の 時 代 を 特 徴 づ け て い た 世 界 劇 場(Theatrum mundi)の 観 念

が 、ここ に 一 つ の 形 を とつ て 現 わ れ て い るよ うに み え る 。絵 画 に とど ま らず 、ロ ココ の 文 化

や 作 法 に 特 別 な 関 心 を 彼 が 寄 せ た こ と、また 世 界 劇 場 観 の 一 つ の 極 致 を 示 す バ ロ ック

小 説 、っ ま りセ ル ヴ ァン テ ス の 『ドン ・キ ホ ー テ 』を愛 読 し、作 品 に 取 り入 れ も した こ と47を 重

視 す るな らば 、バ ロ ック ・ロ ココ へ の ヴ ァル ザ ー の 関 心 の 彼 方 に 、深 い 演 劇 性 の 存 在 を 想

定 し て み た くな る。

彼 が 取 り上 げ る 絵 画 に は 大 き く三 つ の 傾 向 が あ る の だ っ た が 、ロコ コを 除 く他 の 二 つ の

時 代 の 画 家 、す な わ ち 北 方 ル ネ サ ン ス と印 象 派 の 画 家 を 散 文 に 取 り入 れ る場 合 に も 、す

で に ロコ コ絵 画 の エ クプ ラ シ ス で 確 認 した の と同 様 の 事 柄 が み え て い る。ブ リュ ー ゲ ル の

数 々 の 作 品 は 「機 知 に 富 ん だ 物 語geistvolle Erz臧lungen(Br:270)の ようだ とい い 、

44Franz Blei:Lenz . In:Die Aktion 20(1920)(15.Mai).‐ders:Der Geist des Rokoko.

M�chen 1923.‐Vgl. Eberhard Mannack:Barock in der Moderne. Deutsche Schrift-

Steller des 20.Jh.als Rezipienten deutscher Barockliteratur. Frankfurt a.M./Bern/New

Ybrk/Paris 1991. S.84f.さ らに ブ ライは 、。Der lose Vbgel"と い う名 の雑 誌 を主 宰 した。18世 紀 の

雑 誌 の 流 儀 に倣 っ て、す べ て著 者 名 を明 か さず 、匿 名 で 作 品 を載 せ て い る。ヴァル ザ ー の 拝 情 詩

もここに 出 た 。

45Conermann
, a.a.0.,5.206ff.und 226ff.

as Robert M臘hler:Das Leben Robert Walsers . Frankfurt a.M.1992.5.65.

47Vg1
.Br:134(An Frieda Mermet, Biel,30.6.1918), SW5:227 und SW16:312.
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ゴッホ の『アル ル の女 』は 「厳 粛 な物 語eine ernste Erz臧lung」(SW 16:345)の ようだ

と称 賛 す るこの 姿 勢 は 、ヴァトー や フラゴ ナ ー ル に つ い て の言 葉 ときれ い に重 な つて いる。

この 「物 語 」として感 じ取 ったもの を、ヴァル ザ ー は 文 体 で 演 示 して い くの であ る。絵 画 は 、

エ クプ ラシスとい う演 劇 にとつ ての 台 本 で ある。アル ル に 生 きた 一 人 の 女 の 日常 のな か へ 、

ヴァル ザ ー は想 像 の筆 をは こん で いく。(SW16:345f.)

しか し、ヴァル ザ ー は ただ 演 技 者 で あるだ け で は な い 。演 技 す る 自己 を 、外 か ら醒 め た

目で 見 つ め る演 出 家 でもある。ホル バ インの デ ッサ ン にある徒 歩 傭 兵 をまね て足 をは こぶ

散 歩 者(SW17:92)を 描 く彼 は 、そ の他 の 散 文 で も、自分 や 他 人 の 身 ぶ り、作 法 にた び

た び 言 葉 を 費 や して いる。48ま たクラナ ハ の 『ア ポ ロとダイアナ 』が 飾 られ た部 屋 で 一 組 の

男 女 が 親 密 化 してい く情 景 を描 いた 散 文 に は 、この 絵 画 が 一 種 の入 籠 として の 効 果 をあ

げ て い る。この 絵 に は 、どこか 人 形 じみ た 、しか しそ れ ゆ え にまた 官 能 的 な 裸 の 女 が 、狩

人 の 男 と森 の なか で 向 か い 合 って いる。散 文 の 登 場 人 物 で ある女 性 は、この 「不 道 徳 な 」

絵 を 目 にして 、これ を壁 か ら取 りの ぞ い てしまうの だ が 、しか しそ の 後 、絵 の 持 ち 主 で ある

男 に どこか 艶 め か しい 態 度 を とるようにな る。「彼 女 の ふ るまい は 、なん とい う魅 惑 、魅 惑

そ のもの だつた ことかReizend, reizend benahm sie sich」(SW4:35f.)。

劇 場 的 世 界 観 に基 づ いて 、そ うした身 のこな しや 作 法 を重 視 したの は、まさに17世 紀

か ら18世 紀 にか けて の宮 廷 社 会 で あり、そ の 縮 図 としての サ ロンであ った だ ろう。この 時

代 に 生 を受 け た画 家 ル ー ベ ンス の 、キリス ト哀 悼 の 図 を エ クプ ラシスす るな か で 、そ こに

描 か れ た樹 木 がヴァル ザ ー の 関 心 を引 く。

   17世 紀 絵 画 の風 景 につ いて は 、次 のことを申 し上 げ てお かな けれ ば な らな

   い 。す な わち 、近 年 の 画 家 た ち は 、サ ロン とい うもの を まず 考 慮 に 入 れ て い

   な いとい える。わ れ わ れ 鑑 賞 者 の ため に 、彼 らは 、室 内 の なか へ 草 木 の緑 を

   もちこん で くる。それ は 、た しか に きわ め て 自然 で 素 朴 な 行 為 で ある。しか し

   どこか 、とても上 品 とは い えな い ところが あ る。か つ て の 画 家 た ちは 、教 養 の

   要 求 す る程 度 に 応 じて 、風 景 の 色 調 を合 わ せ たもの だ 。彼 らがこう信 じて い

   た の は 明 らか で あ る。自然 の もの が 、居 室 のな か で 声 高 に しゃべ り、穏 当 な

   振 る舞 い がで きず 、自 己 主 張 す るの は 、ふ さわ しい ことで は な いと。礼 節 、作

   法 感 覚 というものが 、か つ ての 画 家 に は あつた 。(SW 18:250)

48
。sich benehmen"。sich geb舐en"。auff�ren"と いつた動詞 と、そ の身 のこなしを評 価す る

。artig"。schicklich"。passend"と いった形容詞 はヴァル ザーの散 文 に頻 出す る。
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サ ロン に 象 徴 され る宮 廷 社 会 は 、自 己 の 礼 儀 作 法 を制 御 しつ つ 、他 人 の 作 法 を観 察

す る人 間 の 集 合 で あ り、この 観 察 の 相 互 的 反 映 の な かで 仕 草 が仕 草 をよび お こす ― つ

の劇 場 で あ った 。この 点 につ い て は ノル ベ ル ト・エ リアス の 著 書A9が きわ め て 示 唆 に富 ん

で いる。ヴ ァル ザ ー は 、ロココの ヴァトー につ いて 述 べ たの と同 じこのような称 讃 の 言 葉 に

よつて、か つ ての 絶 対 主 義 的 、封 建 的 貴 族 社 会 を復 活 させ ようと考 えたの で は 無 論 ない 。

そ うで は なく、何 か 規 範 め い たもの が 一 つ の鏡 として どこか に存 在 し、そ の 上 に 映 し出 さ

れ た 己 れ を 常 に 意 識 して い な けれ ば な らな い とい う構 造 そ のものに 、ヴ ァル ザ ー は 生 の 根

本 的 な形 式 をみ た の で ある。常 にこちらを観 察 して いる規 範 へ の 、服 従 と反 抗 とい う問 題

は ヴァル ザ ー の 劇 場 的 文 学 の 核 をな す もので あ り、これ に つ い て は また 別 の 場 所 で 考 え

ることにな るだろ う。

ところで 、この劇 場 的 世 界 観 を示 す 作 家 として は 同 時 代 に ホー フマ ンスター ル が い る。

そ の彼 に 、牧 歌 とエ クプ ラシスの 入 籠 構 造 をもつた、そ の 名 も『牧 歌 』(1893)50と い う小 品

が ある。実 在 す る古 代 の 壷 に 描 か れ た 絵 をもとに 、ホ ー フマ ンスター ル は 牧 歌 的 な短 い

戯 曲 を仕 立 てた 。この 壷 は 、ケ ンタウロスと傷 を負 った 女 とが川 べ りに 立 っ 情 景 を描 い て

い るとい うことだ が 、ホー フ マ ンス ター ル の作 品 には 、さらに女 の夫 として 一 人 の鍛 冶 師 が

登 場 す る。この 夫 に 退 屈 す る妻 は 、陶 工 で あった 良 き父 を 思 い 出 し、父 の 手 に なる陶 器

を飾 ってい た、絵 模 様 の 一 部 始 終 を 物 語 つてい る。つ まりこのエ クプ ラシ スを内 部 に取 り

込 む 形 で 、古 代 の壷 の 一 種 のエ クプラシスとして の小 戯 曲 が作 られ てい る。

周 知 の とお り、ホ ー フマ ンスター ル の バ ロック受 容 は カル デ ロンの 影 響 を強 く受 け てい た。

カトリック的 体 系 に裏 打 ち され た この 劇 場 的 世 界 観 は 、神 の 救 済 を最 終 的 に 描 くことが で

きる。『イェー ダ ー マ ン』(1911)や 『大 ザ ル ツブル ク世 界 劇 場 』(1922)と い う作 品 として成

熟 して い くこの 世 界 観 は 、そ れ よ りもか な り前 に なるこの 小 品 に、まだ 明 白な 形 で は 現 わ

れ て い ない だ ろう。しか し、夫 婦 のも とに忽 然 と現 わ れ たケ ンタウロスに 、妻 が 心 を奪 われ

て しまうこの 戯 曲 は 、「向 こうの 河 岸 へ 」51ケンタウロス によって妻 が連 れ 去 られ ることで 幕

が 閉 じてい る。

49ノ ルベル ト・エリアス『宮廷 社会 』、法 政 大学 出版局 、1981年 。(Norbert Elias:Die h�ische

Gesellschaft. Darmstadt/Neuwied 1969.)

5°Hugo von Hofmannsthal:Idylle . In:ders.:Gesammelte Werke in zehn Einzelb舅den.

Hg.v.Bernd Schneller in Beratung mit Rudolf Hirsch. Frankfurt a. M.1979. Gedichte・

Dramen I.1891-1898.5.271-278.

511bid
.S.278.
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これ を彼 岸 か らの 魔 術 的 救 済 の 象 徴 ととれ ば 、一 方 ヴァル ザ ー のエ クプ ラシス は どうだ

ろうか。演 劇 的 精 神 に 貫 か れ た ヴァル ザ ー は 、先 に 取 り上 げた クラナ ハ の官 能 的 な 絵 を 、

別 の 作 品 で戯 曲の 形 に 変 えてい る。ダ イア ナ の 美 に心 奪 わ れ た アポ ロは 、狩 りの生 業 を

捨 て て 、この 女 に服 従 して い くことを決 心 す る。そ して ダ イア ナ に に じり寄 るの だ が 、女 は

「また い つ か 」と言 つて 、男 を焦 らした まま話 は ぷ つ りと終 わ る。(SW13:76ff.)

ヴァル ザ ー の エクフ.ラシスは 、お よそ 主 張 め い たもの を残 さな い。内 容 的 な ことを述 べ よ

うとい う姿 勢 が そもそも欠 落 して い る。台 本 として の絵 画 を彼 の 流 儀 の 文 体 で な そ り終 わ

ると、ふ い に語 り手 は どこか へ 姿 をくらまし、途 切 れ るように 作 品 は 終 わ る。そ こにホー フ マ

ンスタ ール 的 な 救 済 の 跡 は み え に くい 。しか しそ の 一 方 で 、文 体 の 演 技 をくりひ ろげ る

ヴァル ザ ー は 、個 々 の表 現 を堪 能 してひ どく幸 福 そうに み え る。この 詩 人 は 、「魔 術 的 普

遍 性 か ら断 片 的 分 解 へ の 転 回 点 」に 、つ まり「ホ ー フマ ンスター ル 的 構 造 か らカフカ 的 構

造 へ の 過 渡 」52にあ ると評 した 人 が あるが 、気 の 利 い た 定 義 で あ るだ け に また 、ヴ ァル

ザー の扱 い に くさを如 実 に示 してい る。

す で に述 べ たように 、ヴァル ザ ー に とって は 、表 現 す べ き内 容 はこの 世 界 に 出 尽 くして

いる。ことさらに何 をこの うえ言 う必 要 が あるの だ ろう。彼 は 既 存 の 筋 書 きをな ぞ るば か りで

ある。限 られ た数 の 筋 書 きの 束 で しか な い この 世 界 で 、ヴァル ザ ー は 言 葉 を発 す ることを

止 め て はな らな い。立 ち止 まれ ば 、そ の 瞬 間 か ら物 語 は 、余 りにも見 飽 きた 虚 しい 反 復 の

姿 を さらけだ す 。筋 書 きか ら筋 書 きへ 、表 現 か ら表 現 へ と飛 び 移 ることで 、彼 は 物 語 の硬

直 か ら、世 界 の 虚 無 か ら逃 れ ようとして い る。そ の 意 味 で 、何 らか の 主 張 を常 に 後 ろか ら

転 覆 させ て いくオ クシモ ロンは 、単 なる修 辞 作 法 にとどまらぬ 深 い 意 味 をもつてい るだ ろう。

物 語 の完 結 を厭 い 、回 避 す るか の ように 、結 び は くりか え し先 送 りされ る。アポ ロが ダイア

ナ に焦 らされ るように 、物 語 の 充 足 は 先 送 りされ る。

ホー フマ ンスタール も、ヴァル ザ ー も、ともに 牧 歌 か ら絵 へ 、あ るい は 絵 か ら絵 へ の 入 籠

構 造 を とることで 、― つ の物 語 の 地 平 をもう― っ の 物 語 の 地 平 に よって 包 み 込 ん で い る。

そ れ によつて 、内 部 の 物 語 の 信 悪 性 は 、重 な り合 う虚 構 の な か にぼ や け 動 揺 す る。現 実

と虚 構 との 敷 居 をぼ や か し、これ と戯 れ る構 造 は 、バ ロックのもの でもあった 。しか しホー フ

マ ンスター ル 的 な 「向こうの河 岸 」を 、カル デ ロン を、ヴ ァル ザ ー は もた な い。ゆ え に彼 は 、

ドンキ ホー テ とサ ンチ ョ・パ ンサ の ようにあ て どもな く世 界 を巡 り、「作 りもの」の 散 文 を紡 ぐ

sz Bernhard B�chenstein:Theatralische Miniaturen . Zur fr�en Prosa Robert Walsers.

In:Benjamin Bennet/Anton Kaes/William J.Lillyman(Hg.):Probleme der Moderne.

Festschrift f� Walter Sokel.T�ingen 1983.5.67-81.Hier 5.78.
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言 語 的 過 程 そ のもの に賭 けるの で ある。

ヴァル ザ ー の 劇 場 的 世 界 観 は 、生 を― つ の 不 可 思 議 な 遊 戯 だ とみ る散 文 小 品『輪 舞 』

(1910)に か い まみ えて い る。

  はな れ た 場 所 に 、父 が 立 つて い る。そ して人 の 子 の ひ とりが 、彼 のもとへ と走

  つて きて 、嘆 きをうった え ようとす ると、父 は 微 笑 ん で 、遊 び の 輪 の なか へ 戻

  るように 言 つ てきか せ る。だ れ でもよい 、子 供 が 一 人 死 んだ なら、そ れ は遊 び

  をな し終 えた の で ある。しか しほ かの 子 らは 、あい もか わ らず 、遊 び つ づ ける。

   (SW3:148)

この 父 が 、世 界 を 統 べ る根 源 的 な 「造 形 者 として の神 」で あるとす れ ば 、ヴァル ザ ー は そ

の 子 供 で あり、神 へ の 回 路 を 断 た れ た まま、死 ぬ 時 まで 、この 世 の 被 造 物 を 言 葉 で なぞ

る遊 戯 を続 けて い くの で ある。

子 供 の遊 び もまた 、― つ の 「作 られ た」演 劇 で あろう。ヴァル ザー が 「遊 戯Spiel」 と呼 ぶ

もの 、これ は 実 に微 妙 な 地 平 で 行 な わ れ てい る。「遊 戯 す るとき、通 りも、広 場 も、家 も、階

段 も、っ まり全 世 界 が 自分 の もの に なる子 供 た ちの ように 」(SW17:483)彼 は 書 きた い 。

しか し、牧 歌 的 散 文 小 品 『くそ が き』で 、「何 よりも必 要 な の は 、遊 戯 を愛 す ることで ある」

(SW19:185)と 語 って い る 、そ の願 望 的 口調 にす で に 、遊 戯 的 圏 域 の 崩 壊 の 兆 しが み

え てい る。はた して この 散 文 の 結 び で は 、散 歩 の記 録 を装 つた作 品 全 体 が 、実 は 一 つ の

虚 構 で あ つたことを灰 め か し、そ して 閉 じている。

ヴァル ザ ー の 劇 は 、幸 福 へ と至 るべ き一 つ の 体 系 、内 容 として 、彼 を救 い とるの で は な

い。「お の れ 自 身 に 不 確 か で あ ること、未 決 定 で あ ることの 、茶 色 の 森(die braunen

W舁der des Meiner-nicht・sicher―Seins, des Unentschlossenseins)」 を適 遥 す る散

歩 者 で あるヴァル ザ ー は 、「自分 自 身 へ の 狩 り」に 出 て い る「狩 人 に して 同 時 に狩 られ る

者 」なの だ と己 れ を定 義 してい る。(SW18:106)焦 らされ る狩 人 アポ ロとは 、ヴァル ザ ー の

姿 で あつた の か。そ して 、エ クプラシ スとして紡 ぎ だ され る演劇 は 、自分 探 しの 道 行 きにお

い て 、どこか に た どりつ く手 が か りとなつて いるのか どうか 。瞑 想 し迷 走 す る「〈私 の 書 〉」は 、

た だ そ の語 り出 る個 々 の演 示 の 瞬 間 で しか 、救 済 らしきものを彼 に与 えてい ない 。

(当論 文 は 、日本 独 文 学 会1998年 度 秋 季 研 究 発 表 会 に お いて 口頭 発 表 した原 稿 をも

とに 、加 筆 修 正 したもの で ある。)
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         Robert Walsers Bildbeschreibungen 

und ihr Zusammenhang mit der idyllischen Tradition der 

                  Ekphrasis 

                                 YOSHIDA Takao 

 Robert Walser hatte ein sehr großes Interesse für die bildende Kunst 

und beschrieb nicht wenige Bilder in seinen Prosastücken, die sehr idyl-

lisch und manchmal auch rokokohaft geprägt sind. 

 Für die literarische Gattung der Idylle ist die Bildbeschreibung seit 

ihrem Anfang in der altgriechischen Zeit eine Art Konstante, wobei nicht 

nur die Malerei, sondern eigentlich alle handwerklich hergestellten Dinge 

 der Gegenstand waren, wie z.B. die Schilde, die Statuen, und die Töpfer-

waren. Dieses Verfahren, das altgriechisch Excppa6ic genannt wurde, hat 

eine enge Beziehung mit der ebenfalls antiken Vorstellung des Deus arti-

fex, und durch die Beschreibung der künstlichen Dinge wurde der Gott als 

der Schöpfer, als der Handwerker der Welt ins Gedächtnis gerufen. Der 

aufzählende Stil, der die räumliche und visuelle Kunstgattung in die zeit-

liche d.h. literarische zu übersetzen versucht, wirkt in manchen Fällen 

theatralisch. 

 Walser, der sein eigenes Schreiben als etwas Handwerkliches versteht, 

hat diese theatralische Tendenz der Ekphrasis radikalisiert, und zwar 

ausschließlich mittels der sprachlichen Artistik. Die Bilder, die als Vor-

lage eigentlich genau wiedergegeben werden sollten, sind bei ihm an-

scheinend nur Anlaß zur endlosen Stilübung. Die Betonung von den kon-

trastiven Elementen in den Bildern und die unermüdliche Wiederholung 

ähnlich klingender Wörter erlauben ihm zudem die Erfindung einer Szene, 

die man im Bild selbst gar nicht findet. Die Bilder bedeuteten für sein 

stilistisches Theaterspiel eine Art Textbuch, anhand dessen er die Figuren 

im Bild in eigener Weise nachvollzogen hat, damit in der sprachlichen 
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Bewegung die Existenz von einem ursprünglichen handwerklichen Gott 

geahnt werden könnte. 

 Wenn man hier seine Rokoko- und Barockverehrung in Betracht zieht, 

die sich auch in der Wahl der Bilder und in seiner eigenartigen Stilistik 

widerspiegelt, kann Walser als der moderne Erneuerer des theatralischen 

Geistes des 17. und 18. Jahrhunderts gelten, jedoch auf andere Art als je-

ne Rokoko- und Barockmode, die die Literatur von der Jahrhundertwende 

bis zum Expressionismus charakterisierte. Und anders als Hofmannsthal, 

der ebenfalls im tiefsten Sinne theatralisch gesinnt war, hatte Walser 

keinen traditionell-katholischen Rückhalt, sondern agierte selber als ein 

Schauspieler, der in jedem einzelnen Augenblick der sprachlichen Akroba-

tik die Mitwirkung von einem unbekannten Gott als Bildner zu ahnen 

hofft. 
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